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１．概要（Summary） 

電気二重層キャパシタの劣化機構について，日本ケミ

コン株式会社製の円筒型EDLCを用いて，2.5 Vの定格

電圧印加により，発生するガスの特定及び発生ガスによる

EDLCの劣化メカニズムの解明をする。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

昇温脱離ガス分析装置（ダイナミック型） 

【実験方法】 

Fig. 1 に示す恒温槽内に電気二重層キャパシタをセッ

トした後，装置全体をヘリウム置換し，ガスボンベからのヘ

リウムを遮断し，密閉した。その後，30 ℃及び45 ℃及び

60 ℃の恒温槽中に 2.5 Vの電圧(充電電流 1.0 A)を印

加して放置した。24 時間後にヘリウムを所定量流してア

ルミバックに発生ガスを捕集し，アルミバッグに捕集された

気体を GC/MSで測定した。 

 

Fig.1 Experimental setup. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2 に示すように，定格電圧条件 2.5 V，温度条件

60 ℃充電時の測定開始から約 4 時間後から 18 時間に

かけて発生ガス(分子量 2，28，32, 40, 44)が反応を示し

た。ガス成分としては，水素(H2:分子量 2)，水(H2O:分子

量18)，窒素(N2:分子量28)，一酸化炭素(CO:分子量28)，

エチレン(C2H4:分子量 28)，酸素(O2:分子量 32)，メチル

アルコール(CH3OH:分子量32)，アルゴン(Ar:分子量40)，

二酸化炭素(CO2:分子量 44)が考えられる。 

 

(a)  Molecular weight: 2 

 

(b)  Molecular weight: 44 

Fig. 2 Detected gas under 2.5 V at 60 ℃. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 


